






























簡易取扱説明書

２０２３年２月

大和アリーナ 音響設備



アリーナ１Ｆ配置
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「赤枠」エリアはスピーカ系
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アリーナ２Ｆ配置

２
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「赤枠」エリアはスピーカ系
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＜概要＞
アリーナ音響設備のシステム起動し、運用パターン選択でアリーナ全体で使用するかレクチャーホールとして使用かを決めます。

CD/SDレコーダおよび外部入力パネルに持込機器を接続して、音楽ソースを再生して音楽を出力します。音量調整はデジタルミキサで操作を行います。

使用できるワイヤレスマイクは合計4本（ハンドマイク×3本、タイピン×1本）です。マイクコンセントは舞台上に3か所で最大6本使用できます。（納品はダイナミックマイク×3本）

操作説明 舞台袖ワゴン

舞台袖ワゴンでの操作

システムリモートパネル・・・①

＜システム電源＞
システム電源のＯＮ／ＯＦＦスイッチ
アリーナ音響設備の各機器のシステム電源を起動させます。＜ステップ１＞
（２Ｆに設置してある音響架も連動して機器が起動します。）

＜ＥＭＧ＞
防災盤からの非常カット信号が途切れると、ランプが点灯しスピーカからの音声が
停止します。

＜運用パターン選択＞
アリーナ全体で使用するときは「全体」を選択してください。
レクチャーホールとして使用するときは「レクチャーホール」を選択してください。
※起動時は「レクチャーホール」で立ち上がります。 ＜ステップ２＞

＜スピーカ選択＞
使用するスピーカを選択します。
各スピーカ系統はP2、P3で確認してください。
「ON」スピーカ音声が出力状態になります。
「OFF」スピーカ音声が出力しない状態になります。
「ALL ON」全てのスピーカを一度に選択し、音声を出力状態にします。
「AL OFF」全てのスピーカを一度に選択し、音声を出力しない状態にします。
「MUTE」スピーカの音声を「MUTE」します。もう一度押すと解除されます。

【舞台袖ワゴン】

３

①



＜概要＞
デジタルミキサからの音量調整方法を記載します。

デジタルミキサによる音量調整

４

＜デジタルミキサ＞
・2F音響機器架（入出力パッチ架）で使用するマイクを事前にパッチしています。

（確認１）
＜入力・出力ONスイッチ＞

このスイッチが「ON」
オレンジに点灯した音声
がスピーカから出力されます

（確認２）
＜出力音声＞

このフェーダーは
常に「０」のところに
合わせてください。

（確認３）
＜入力音声＞

各フェーダを徐々にあげて
いきます。スピーカからの
音が徐々にあがります。
適度に調整してください。

デジタルミキサ 音量調整

＜CD/SDデッキ音量＞
・「ON」スイッチがオレンジになって

いることを確認します。

・「LEVEL」ボリュームを回し、音量
調整を行います。



＜概要＞
＜概要＞
音響機器架（入出力パッチ架、パワーアンプ架）はアリーナ音響設備を制御する機器を中心に設置してあります。音響機器架でも舞台袖ワゴン同様にシステムを起動することが
できます。アリーナで大きなイベントをするときなど、多くの音響回線を使用する場合に音声パッチを切替て運用します。

操作説明 音響機器架

音響機器架での操作

システムコントロールパネル・・・①

＜システム電源＞
システム電源のＯＮ／ＯＦＦスイッチ
アリーナ音響設備の各機器のシステム電源を起動させます。
（１Ｆの舞台袖ワゴンの各機器も連動で起動します）

＜ＥＭＧ＞
防災盤からの非常カット信号が途切れると、ランプが点灯しスピーカからの音声が
停止します。

＜運用パターン選択＞
アリーナ全体で使用するときは「全体」を選択してください。
レクチャーホールとして使用するときは「レクチャーホール」を選択してください。
※起動時は「レクチャーホール」で立ち上がります。

＜スピーカ選択＞
使用するスピーカを選択します。
各スピーカ系統はP2、P3で確認してください。
「ON」スピーカ音声が出力状態になります。
「OFF」スピーカ音声が出力しない状態になります。
「ALL ON」全てのスピーカを一度に選択し、音声を出力状態にします。
「AL OFF」全てのスピーカを一度に選択し、音声を出力しない状態にします。
「MUTE」スピーカの音声を「MUTE」します。もう一度押すと解除されます。

【音響機器架】

５

①



＜概要＞
レクチャーホールで音響システムを使用する手順を説明します。舞台に設置してある舞台袖ワゴンの「システム電源」を「ON」してシステムを起動してください。
起動時は「レクチャーホール」で立ち上がり、レクチャーホール内のスピーカもONになります。
音量調整は「レクチャーホール」入口にある「音量リモコン：P1参照」で調整してください。

レクチャーホールを使用する

音量リモコン

＜選択スイッチ＞
選択スイッチで使用したいマイクや回線を選択
します。
１～５を選択するとパネル面に音量操作できる機器が表示
されます。
その後、音量調整ボリュームを回して音声を出力させます。

６

■選択スイッチ
１．ワイヤレスマイク１（ハンド）
２．ワイヤレスマイク２（ハンド）
３．ワイヤレスマイク３（ハンド）
４．ワイヤレスマイク４（タイピン）

■選択スイッチ
５．ＡＶ機器（持込）
６．-
７．-
８．-

■音量調整

ＡＶコンセント（中央）

ご注意
映像系の回線は将来対応用でコネクタは準備していますが、接続はされて
いません。
※アリーナ映像コンセント（下手・上手）も配置していますが、将来対応用

です。

■外部機器入力コネクタ（ライン入力）
持込機器入力コネクタです。
このコネクタに接続した機器の音量
を音量リモコンで操作できます。

■映像入力コネクタ
持込ＰＣを接続するコネクタです。
（将来対応）

■映像出力コネクタ
映像入力コネクタに接続した映像が
出力されます。（将来対応）
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(1)納入機器について 9

納入機器配置図

SUS

CL

LED調光制御盤

＜電気室内設置＞

１００AF
１００AT

2000ｘ700ｘ400

切替パッチ付き

コンセントボックス
フロアコンセント
作業灯SW
調光操作卓

※舞台袖音響ワゴン内設置
DMX入力＋出力
※アリーナ盤内設置



(２)調光操作器について 10



(３)操作場所切替について 11

操作器使用場所を変更する場合
LED調光盤内にて切り替えして頂く
必要があります。

舞台袖音響ワゴン操作器（常設）にて使用する場合

アリーナコンセント盤（持込など）にて使用する場合

持込卓



(４)照明器具について 12

照明器具は納品されていません。ご用意して使用して頂く際結線及び設定、取付例をご紹介します。

＜注意＞
常設操作器で使用可能なアドレス数
は１６のみとなります。

ご用意される照明器具の設定アドレ
スを考慮し設定お願い致します。

例）用意した照明器具をアドレス１
に設定した場合

操作器１フェーダ操作にて調光可能
となります。



(５)作業灯設定について 13

作業灯操作

作業灯SW

ステージ上手・下手扉付近に設置しております。

＜ＳＷ操作＞
【ON】
ＯＮ操作にて事前に設定されているアドレスの
照明器具が点灯します

【OFF】
ON操作され点灯している
照明器具が消灯します

操作器使用終われば電源OFFお願いします。
OFFしなければ作業灯操作へ移行しません

＜作業灯＞
ステージの掃除や照明器具シュート調整
時など操作器を立ち上げないでステージ
に明かりが欲しい場合などに
使用する

使用条件としては操作器が電源OFF
が必須となります。

設定値：照明器具アドレス：１

作業灯アドレス変更については、専門業者へご連絡宜しくお願い致します。
※制御盤CPUにて特殊作業する必要があります



(６)工事終了時設定 14

工事終了設定内容

設定機器 アドレス パッチ内容 開始CH 操作場所 操作エリア その他

作業灯SW
上手

２３ ON／OFF
対象機器
アドレス：１

１ １

作業灯SW
下手

２４ ON／OFF
対象機器
アドレス：１

１ １

調光操作器 DMX：１ １ １ フェーダ数
１６

〇照明器具納品・施工無し
〇アリーナコンセント盤へお客様ご用意の持込卓にて運用イメージ
〇操作場所：舞台袖ワゴン卓⇔アリーナコンセント盤への切替はLED調光制御盤内
パッチケーブルにて切替
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